






































「教師j 研究あるいは「教育学j 研究の位置関係が不「教師教育j 研究と》
「教師教育j 研究と論者にすべて委ねられてしまっている印象。明瞭で，
三ゑ良民ム及ゑ二友良之設斗ゑよよ企翠~を感じた。は｛可か，
第ーJ阻研託会ーよー＿ －~－Q J ＿~／JV~ ＿$ _L青山，主j環太．完全）＿－・）___ JA名家却－
木内向lj （成媛大学） 「研究の本丸に立ち向かう課題の洗い出しを～課題意識
：と課題の位置づけの重要性～j






や H寺代のトピックとの距 ~Ht のとり方を見直す必要（不易の重（文書）(2）政策
ではな「どう育てるヵ、？」例）教師の力量の内実解 l~＝j においては要性）。
実態把提による諜という本質への「！；ぃ、を。を育てるか？」（真髄）
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第－~－田研．究会J…－~＿QJWQ_4／~－~－ー，〔青．山－－~ぞ民太．ラミ＿）＿_ ）一＿l7_名家却．
禁藤真宏（旭川大学） 「Reflectionon reflection in actionの試み： 2人の実
習生の半年間の学びからJ
(1）教員採用者が少ない大学での教職課程での実践。就職後に教師教育を考え











(1）本学会年報第 10号（2001) ～20号（2011) の研究論文51本の分析。

















































































価の分析を通して J ' 『日本教育経営学会紀要』第 29号，第一法規， 1987年6月， pp.82-96。浜田博文
「アメリカにおける TeacherCenterの活動とその特質に関する一考察－教師の自主的研修活動の助長の
側jlijを中心に－J ' 『学校経営研究』第 13巻，大塚学校経営研究会， 1988年4月， pp.37-530
2 『学校の意思形成に関する研究』（昭和 59年度文部省科学研究費補助金特定研究 1報告書，代表者吉本
二郎）， 1985年 3月。
3小島弘道ほか「現代教育改革における学校の自己革新と校長のリーダーシップに関する基礎的研究（そ
の2)J' 『筑波大学教育学系論集』第 14巻 1号， 1989年 10月， pp.29-65。小島弘道ほか「現代教育改革
における学校の自己革新と校長のリーダーシップに関する基礎的研究（その 3)J ' 『筑波大学教育学系論
























「大学j における「教育学」とは何か？ 「教員養成j における「教育学J






動向の検討を通して－J, 『日本教育経営学会紀要J第 31号，第一法規， 1989年6月， pp.52・68。浜田博
文「学校改善をめぐる教員・校長・教育委員会の意識構造一学校改善をi塩路に陥れるもの－J , 『日本教




の疎外－J, 『東京学芸大学紀要第一部門教育科学J第44集， 1993年3月， pp.109昏124。浜田博文「戦後
改革期『学芸大学』構想の背景に関する一考察一小学校教員養成論としての問題点一J' 『東京学芸大学



















































f ·•@"• m ） 聞． 8・1: :. .  ．
－ 
"' " .-. w芭ヨ・・2・.・ー ． ． ， 
p・
“ ，． ・6 8・‘ 
－ 
. ・E
. ＇‘． . 
－ 











る部会に登壇す る機会を得た。そ こでは，スクーノレ リー ダー教育や学校経営コ
ンサノレテー ショ ンとい う，研究の実践性を問われ る課題をめぐって，研究 （者）









本教育経営学会紀要』第 51号，第一法規， 2009年 5月， pp.108”llO
10浜f:ElrW文 「小学校の学校改善過程に及ぼす組織的要因に関する研究－教師の自律と協働の連関要因に着

















































































































12 教師教育実践の開発・改善には有効だが， 「実践報告」ではな く「教師教育J研究とし
て実践を対象化することは容易ではない。
84 -
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識日りする姿勢が欠かせない。教員養成カリキュラムについても，大学教育全体
を視野に入れながらカリキュラムを総体的に把握する視点が必要である。
学校という場で教授するという仕事をゼネラリストとしてみることも 3 忘れ
られがちである。教師が個人でできることとできないこと，同じ職場である学
校で組織的にやるべきこと 学校を超えた同業者でやるべきこと，なども十分
に踏まえる必要がある D
「 ?
?
??
